　　　　　　　　共同生活援助　はばたき　地域連携推進会議　議事録

日時：2025年11月18日（火）13時30分～
場所：はばたきアネックス　ふらっと

出席者：駒ヶ谷区長　K様
　　　　入居者家族　K様
　　　　F様（羽曳野市在住）
　　　　入居者　Mさん（あさがおホーム）
　　　　　　　　Hさん（ハーモニー）
　　　　はばたき主任（サービス管理責任者）　田邊佑介
　　　　はばたき管理者（サービス管理責任者）関口奈緒美

1：本日の流れと会議の趣旨説明

今年度から会議が義務化された。いろんな法人や企業が参入し、グループホームの質も
様々である。地域の方にグループホームを見ていただくことで、「第3者」の目線でグル
ープホームをみていただきたい。（関口）

２：出席者自己紹介

　それぞれ自己紹介していただいた

３：グループホームの様子
　2025年度中間総括
　今年度4月から、定員を1名増やし、34名（6か所）でグループホームを運営している。
報告書では「府営（はばたき）」「大西記念センター」「はばたきアネックス」の3拠点で
の課題を書いている。（関口）

４：入居者からひとこと
　・ピアノを弾いている
　　テレビを見ている
　　食事はおいしい。（Mさん）

　・最初は緊張してたけど、だんだん慣れている。
　　同じ班の友だちと一緒にテレビを見たり過ごしている。

　はばたきアネックスは、はびきの園の給食を委託している（イフスコ）に、夕飯もつく
ってもらっている。
　それ以外のホームは、それぞれで調理をおこなっている（関口）

５：感想等

　両親はどうしているのか？（区長K様より）
　・両親がいなくて入居する場合もあるが、もともとホームを始めた当初は、成人を超えた
人たちが親と離れて過ごす場所づくりとしてつくってきた。今、両親がおられない方など
はずっとグループホームで暮らしているが、まだ大半の方は週末、実家に帰っている人が
多い。（関口）
　・親は自分の亡き後に息子がどう過ごすのかを見ておきたい、そんなつもりで当時は　
ホームに入居を決めたところがある（K様）
　・親が亡くなってあわててホームに入るより、もともと暮らしているところでそのまま　家族がなくなっても暮らしていけるというのは、とても貴重だと思う（F様）

６：各ホーム見学
　6か所のホームを見学した。
　見学のあと、皆さまより「色々見れて勉強になった」とお言葉をいただいた。
　1年に1回するとのことだが、見学はいろんな方に見てもらった方が良いと思うので、　ぜひメンバー構成も違ったメンバーを考えていただけたら、というご意見をいただいた。

以上



